
ITIL の導入 

 

1. ITILの概要と導入 

Information Technology Infrastructure Library（ITIL）は、ICT サービス管理・運用規則における

ベストプラクティス（成功事例）を調和的かつ包括的にまとめた一連のガイドブックであり、ICT サー

ビス管理を実行する上での業務プロセスと手法を体系的に標準化したものである。 

メディアセンターでは2012年度よりこの ITIL のサービスサポートのプロセスに従い、V-Campus5th

で導入したシステムを中心に ICT サービスの運用品質向上を目指した運用を行うこととした。 

 

2. 導入の目的 

ITIL を導入した主な目的は以下の通り。 

 運用の見える化（数値化） 

 情報共有 

 負荷または作業量の把握 

 ICT サービスの運用品質向上 

 

3. 効果 

2012年度にリプレイスされたV-Ccmapus5thのシステムを中心に、ITILのサービスサポート（[ITILサー

ビスサポート管理手順書]参照）に従った運用を開始した。ユーザーからの問い合わせや障害情報、シス

テム毎の問題・変更情報を入力蓄積するための管理ツールは、コストと汎用性を考慮し、V-Campus5thで

導入したMicrosoft製品のSharepointで構築した。 

2012年度は導入初年ということもあり、入力項目が十分に整備されておらず、また運用にも不慣れで

あったことから入力情報の精度は低い。しかし、導入目的であった運用の見える化（数値化）や情報共

有が達成できたことは大きな成果である。（[ITIL運用状況]参照） 

2013年度以降はITILで管理するシステムを増やし、ICTサービスの運用品質向上を目指す。 

 

 

表：全体件数表 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/annual/2012/053.pdf
https://spirit.rikkyo.ac.jp/annual/2012/053.pdf
https://spirit.rikkyo.ac.jp/annual/2012/048.pdf

